不可欠脂酸欠乏時の体内水分代謝に関する研究 by Kobayashi, Masao










学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学偉授与の口付
学位授与の要件
学 位 論 文題 目
小 林 真 佐 夫
こ ぼやし ま さ お
医 学 博 士
論 医 博 第 2 3 号
昭 和 3 7 年 3 月 2 3 日
学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当




論 文調 査 委員 教 授 青 柳 安 誠 教 授 荒 木 千 里 教 授 近 藤 鋭 矢
論 文 内 容 の 要 旨




正常状態近 くに保持せ しめ, たとえ脱水や過剰 給水が行なわれても, 対照群のように正常範囲内から強く
逸脱 した異常な生体内水分分布を招来することがない｡
(2) 不可欠脂性を充分に含有した脂質とリンゲル氏液, 5 % ブドウ糖液を術前に併用投与すれば, 術前
の個体の脱水状態の改善に有効的に作用する｡
(3) 不可欠脂酸を充分に含有した脂質とリンゲル氏液, 5 % ブドウ糖液を術前術後を通 じて続けて併用
投与すると, 術後の水分代謝もきわめて順調で, 術後の乏尿期においても体内の水分貯滑が極端に増大す
ることなく, 回復利尿の時期- と移行する｡
(4) 術前術後に不可欠脂酸を充分に含有 した脂質を投与すると, 術後性ショックの防止に有効的に作用
するようである｡
(5) 不可欠脂酸を充分に含有した脂質投与の手術前後の水分代謝に及ぼす効果は, 要するに, その投与






者は, 一般通則としてその栄養状態はかなり低下 し, その生体内不可欠脂酸保有量も一般に低下 している
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という事実から, われわれはさらに不可欠脂酸欠乏犬を作製し, その術前術後にわたって単なる晶質の輸
液を行なった際と, 同時に不可欠脂酸を充分に含有した脂質をあわせて投与 した際に, 術後の過剰給水に







(2) その機序は次のごとく考えられる｡ すなわち, 不可欠脂酸の欠乏に際しては, 特に術後に, 毛細血
管や細胞膜の透過性に対 して抑制的に作用する G lucocorticoids の分泌機能が著しく低下し, また不可欠脂
酸は L ipotropic substance としての作用を有しているから, それが欠乏すれば, 肝機能の低下を介して術
後の A D H 消却機能の減弱を招き, かくして術後乏尿の機序を益々助長する要因が相重なるためであろう0
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
健常犬あるいは実験的に作成 した不可欠脂酸欠乏犬を使用してこれらの試獣に不~HJ'欠惜酸を多量に含む
教室創成の20% ゴマ油乳剤を B illroth Iの胃切除時の前後に投与 して, またこれを 投与しない場合の体内
水分代謝におよぼす影響を検査すると, 手術前後にわたって不可欠脂酸を充分に補給 したものの場合には,
術後の水分代謝もきわめて順調で, 術後の乏尿期でも体内貯留が極端に増大することなく, したがって水
中毒症や術後急性肺水腫をきたす怖れがないことがわかった｡ しかも, これはその投与によって, 終始血
清蛋白濃度, 血清アルブミン濃度が可及的正常状態近くに保たれて, そのために血清膠質港透圧が有効的
に保持されたものとも考えられるが, また同時に豊富な不可欠脂酸の作用によって術前後を通 じ, その個
体の毛細血管あるいは細胞膜の水分透過性の異常冗進が充分に抑制されたことにもよるのである｡
このように本論文は学術的にも臨床医学的にも有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認
定したO
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